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市民が描く未来像は、市民の意見から描かれる未来の武蔵野市の姿をとりまとめ、これを「言葉と絵」
で表現したものです。市民意見は、地域別ワークショップ、出張座談会、意見募集箱、既往調査により収集
しました。 

《 市民が描く未来像の構成 》 

出張座談会（令和元年度実施） 

36 団体、413名 
コミュニティセンター、市民団体、事業者等 

 意意見募集箱（令和元年度実施） 

７件 

 既既往調査 

市政アンケート、市民意識調査、 
第六期長期計画市民ワークショップ、中高生世代広場 

地域別ワークショップ（令和元年度実施）

第１回 吉祥寺、三鷹、武蔵境 
・地域の大切な場所 
・まちの未来像 

第２回 全地域共通 
・未来像の展示・発表 

    ・未来像の共有・共感 

  新新型コロナウイルス感染症（COVID--19）  
にに関する意見交換 

症（
換換換 （令和２年度実施） 
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地地域別ワークショップ、出張座談会、意見募集箱、既往調査から描いたそれぞれの未来像は、P2－4～2
－13 に示すとおりです。 

《 市民が描く未来像の概要 》 

地
域
別
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

吉祥寺（Aグループ）   
便利になった20年後、いかに幸福感を感じるか 

●リアルなコミュニケーションが楽しいまち 
●人の役に立つと幸せなまち 
●出かけたくなるまち 

吉祥寺（Bグループ）   
生活を楽しむ こだわりのまち 

●歩く楽しみが感じられる人間味のあるまち 
●多様な世代の人が活躍しているまち 
●多様なライフスタイルを受け入れるフレキシブルなまち 

吉祥寺（Cグループ）   
コミュニティに出会えるまち 

●消費にとらわれないコミュニティや仕組みがあるまち 
●旅行者が滞在したくなるまち 
●来街者のみならず、住民が住みやすいまち 

三  鷹（Aグループ）   
歩いて楽しいまち 

●見て楽しい、歩いて楽しいまち 
●多様な交通手段が選択できるまち 
●資源を活かして時代に合わせた使われ方がされているまち 
●多様な人が多様なコミュニティ活動に参加するまち 

三 鷹（Bグループ）   
郷土愛 

●安心・安全な道路空間がにぎわう場所をつなぐまち 
●人との交流を生み出す学びの場があるまち 

武蔵境（Aグループ）   
幸せな暮らし 

●地域コミュニティの力で幸せな暮らし 
●安心して歩ける暮らし  
●自由に働き楽しむ暮らし 

武蔵境（Bグループ）   
さんぽが楽しい落ち着いたキャンパスタウン 

●散歩で選ばれるまち 
●大学生が活発に活動するキャンパスタウン 
●新技術により生まれる余剰時間を有効に使えるまち 

出張座談会、意見募集箱、既往調査    
●自然環境の保全 
●快適で暮らしやすいまち 
●にぎわいのあるまち 
●誰とでもコミュニケーションがとれるまち   等 
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「市民が描く未来像」は、コロナ禍の前に市民参加でとりまとめたため、市民団体や商業者、事業者等を
対象に、コロナ禍に起因する生活の変化や、中長期的に求められる都市空間について意見交換を行いました。 

■主な意見 
項目 内容 

未来像 
 今後は地域活動もまちづくりも画一的であったり、使命感にもとづいたりするもので
はなく、個々人の意識や共感によって取り組まれることが重要になるのではないか。 

土地利用 

 過密を避けるため、ゆとりのある空間が必要。 

 公共施設以外の活動空間の確保が重要。 

 医療や福祉施設に隣接するオープンスペースを検査所等に活用できると良い。 

 正しい情報を得るため、対面で情報交換ができる場が必要。 

住環境 
 コミセンが閉鎖されたことにより高齢者の居場所がなくなった。非常時の健康な高齢
者の居場所を考える必要がある。 

道路・交通 

 密を回避するため飲食店の外（道路等）で飲食可能な空間が必要。 

 自転車の走行空間整備が必要。 

 配達目的の自転車が増加しており、地域のルールを決める必要がある。 

 路線バスなどの公共交通事業は、会社員や大学生のリモート化が進んでおり、新型コ
ロナウイルスの感染拡大前に戻ることはないという前提で事業を進める必要がある。 

緑・水・環境 
 住宅地の公園や少し規模の大きい公園の重要性が高まっている。 

 テレワークの浸透で多世代・多目的な公園利用を想定する必要がある。 

防災 

 新型コロナウイルスを踏まえた避難所の設置の仕方も重要。 

 緊急時の物資の不足に備え、市外への依存を減らせる工夫が必要。 

 地域と協力して地産地消で供給できる仕組みが必要。 

に
ぎ
わ
い
・
活
力 

オフィス
空間 

 今後はオフィス面積の縮小なども検討課題となる。 

 オフィスが都心から離れる傾向にあるので、コワーキングスペース※やサテライトオ
フィス※の需要を市内に取り込めると良い。 

商業 

 ネットで買い物を済ませる人も増え、商業地は物販だけでなく余暇を楽しめるような
魅力ある空間となることが重要。 

 高齢者のための移動販売があると良い。また、移動販売車を停車するスペースについ
て仕組みがあると良い。 

活力 

 駅周辺をはじめ、会社員や大学生が減りにぎわいや交流がなくなった。 

 テレワークの定着により現役世代が地域に定着し、まちを良くしていこうと思う人が
増える期待が持てる。 

 今まで地域と関わりのなかった人が関われる仕組みがあると良い。 
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